
喀痰吸引等

制度化後の

研修の概要

介護職員のたん吸引等が法律化

平成２４年４月１日からスタート

一定の研修を一定の研修を一定の研修を一定の研修を受けた 介護職員等

一定の条件の下で

『たんの吸引と経管栄養』の医療的

ケアが業として実施可能業として実施可能業として実施可能業として実施可能となったとなったとなったとなった



法制化までの経緯

１０年程経過し、多くの介護員が吸引等を実施している。

超高齢社会の今と、これから将来にわたって、より安全な

提供を行えるよう法制化に至った。

全国からの１８万人分の署名と共に、上記要望書が厚労省に出さ

れたことをきっかけに検討がなされ

H15に在宅のALSの方のたん吸引が

H17に在宅の全ての療養者のたん吸引が厚労省通知で認められた

厚生労働省HP 指導者養成研修用資料より



制度化後の認定資格には

１号・２号と３号の区別あり

認定資格認定資格認定資格認定資格

吸引吸引吸引吸引 経管栄養経管栄養経管栄養経管栄養

口腔内 鼻腔内
気管ｶ

ﾆｭｰﾚ

胃・腸

瘻
経鼻

不特定

多数

１号 ○ ○ ○ ○ ○

２号 ○ ○ × ○ ×

特定の

者
3号

○ ○ ○ ○ ○
利用者に必要なものを実施

訪問介護に携わっている方は、在宅には人口呼吸器を付けている重度の方が多いため、

３号認定を取得している方が多い。（１号認定は、気管カニューレと経鼻経管栄養をしてい

る利用者と指導者の確保が困難で、取得が大変難しい。２号の認定を得ても気管カニュー

レの吸引等を実施する場合、３号研修をあらためて受けなくてはならない。）

講義５０５０５０５０時間

研修内容

１号・２号（不特定の方＝誰にでも）

テスト

９割正解
で合格

シミュレー
ター演習

口・鼻・気管
胃ろう・経鼻

各５回以上

救急蘇生

口：10回以上

鼻：20回以上

気管：20回以上

胃・腸ろう・経鼻：20回以上

合格ポイント：成功率70％以上、

最終3回連続成功

基本研修 実地研修

何日もかかる研修ではあるが、認定が得られれば、不特定の方に医療的ケアを行うことが

できる。現在宮城県では県が年に１回募集をかけ実施している。県のホームページに情報

が載る。（１号の取得は困難で、２号の取得にとどまっているのが現状）



講義８８８８時間

テスト

９割正解
で合格

シミュレー
ター演習

口・鼻・気管
胃ろう・経鼻

問題なくでき
るまで

口・鼻・気管・胃・腸ろう・経鼻の

うち、その利用者に必要な項目

について、実際にケアに入る利
用者さんに対して実施する。

合格ポイント：問題なくできるま
で 連続２回全項目が合格(ア)

となるまで

基本研修 実地研修

研修内容

３号（特定の者＝○○さんだけ）

基本研修は、宮城県内７ヶ所の研修機関で実

施している。基本研修は１度受講しておけば、

次からは実地研修のみでよい。当院では現場

で必要となる、緊急避難の講義やカニューレ、

アンビューバッグの実習も取り入れている。

実地研修は、担当する利用者ごとに受けなければなら

ない。利用者に関わっている訪問看護師や、同じ法人

内の看護師や、研修機関の看護師等に指導を依頼す

る。直接指導を受けても制度に則った研修とみなされ

ないため、研修機関を通して実施する必要がある。

全体の流れ

（研修の詳しい流れはフローチャートでご確認ください）

基本研修基本研修基本研修基本研修

受講受講受講受講

(いざという時の
いざという時のいざという時の

いざという時の

ために基本研修

ために基本研修ために基本研修

ために基本研修

のみ受講する方

のみ受講する方のみ受講する方

のみ受講する方

は基本研修の修

は基本研修の修は基本研修の修

は基本研修の修

了証を保管して

了証を保管して了証を保管して

了証を保管して

おく

おくおく

おく)

実地実地実地実地研修研修研修研修

受講受講受講受講

修了証修了証修了証修了証

受領受領受領受領

研修修了者研修修了者研修修了者研修修了者

の県の県の県の県へへへへのののの

届出届出届出届出

所属している所属している所属している所属している

事業所も事業所も事業所も事業所も

県へ登録・変県へ登録・変県へ登録・変県へ登録・変

更届出更届出更届出更届出

認定特定行認定特定行認定特定行認定特定行

為業務従事為業務従事為業務従事為業務従事

者認定証者認定証者認定証者認定証

受領受領受領受領

ケアに入るたケアに入るたケアに入るたケアに入るた

めめめめの主治医の主治医の主治医の主治医

からの指示からの指示からの指示からの指示

書必要書必要書必要書必要
(研修用の指示
研修用の指示研修用の指示

研修用の指示

書とは別

書とは別書とは別

書とは別)

ケア計画を作ケア計画を作ケア計画を作ケア計画を作

成成成成し、連携をし、連携をし、連携をし、連携を

図りながらケ図りながらケ図りながらケ図りながらケ

アアアアに入るに入るに入るに入る












